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全
国
市
議
会
議
長
会
指
定

都
市
協
議
会
（
会
長
�
⻆
谷

庄
一
大
阪
市
議
会
議
長
）
は

11
月
6
日
、
都
内
で
第
17
回

総
会
を
開
催
し
、
多
様
な
大

都
市
制
度
の
早
期
実
現
な
ど

の
要
望
書
を
決
定
し
、
政
府

要
職
な
ど
に
要
望
活
動
を
行

っ
た
。

会
議
冒
頭
、
⻆
谷
会
長
か

ら
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

災
害
へ
の
お
見
舞
い
の
言
葉

を
述
べ
た
後
、
「
本
日
の
会

議
で
は
、
『
多
様
な
大
都
市

制
度
の
早
期
実
現
』
を
は
じ

め
と
す
る
要
望
書
の
協
議
や

『
議
会
の
権
能
強
化
』
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
う
」
旨

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
協
議
で

は「
要
望
書（
案
）に
つ
い
て
」、

①
多
様
な
大
都
市
制
度
の
早

期
実
現
②
地
方
税
財
源
の
充

実
確
保
③
下
水
道
施
設
の
改

築
に
係
る
国
庫
補
助
の
継
続

④
児
童
福
祉
施
策
の
拡
充
―

の
4
項
目
を
柱
と
す
る
要
望

書
案
を
原
案
の
通
り
決
定

（
要
望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
。
「
要
望
活

動（
案
）に
つ
い
て
」
で
は
、

11
月
7
、
8
の
両
日
、
政
府

要
職
な
ど
に
要
望
活
動
を
行

う
こ
と
と
し
た
（
要
望
活
動

に
つ
い
て
は
下
掲
）
。
「
指

定
都
市
市
長
会
と
の
連
携
に

つ
い
て
」
で
は
、
指
定
都
市

市
長
会
の
指
定
都
市
議
長
会

連
携
担
当
で
あ
る
大
阪
市
か

ら
、
指
定
都
市
市
長
会
の
30

年
度
の
取
り
組
み
内
容
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

「
意
見
交
換
」
で
は
、
議

会
の
権
能
強
化
に
つ
い
て
、

議
会
へ
の
関
心
を
高
め
、
議

会
と
市
民
と
の
距
離
を
縮
め

る
方
策
に
つ
い
て
、
さ
い
た

ま
市
の
新
藤
信
夫
議
長
か
ら

「
さ
い
た
ま
市
オ
ー
プ
ン
委

員
会
の
開
催
」
、
堺
市
の
山

口
典
子
議
長
か
ら
「
ワ
ー
ル

ド
カ
フ
ェ
方
式
に
よ
る
議
会

報
告
会
の
開
催
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
さ
い
た
ま

市
で
は
、
開
催
回
数
増
加
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
て
お
り
、

堺
市
で
も
、
定
数
を
超
え
る

申
込
件
数
が
あ
る
な
ど
の
説

明
が
あ
っ
た
。

菅
官
房
長
官
ら
に
要
望

正
副
会
長
ら
は
7
日
に
鈴

木
淳
司
総
務
副
大
臣
、
8
日

に
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
、

大
塚
高
司
国
土
交
通
副
大
臣

ら
に
、
要
望
書
を
手
交
の
上
、

要
望
し
た
。

主
な
要
望
内
容
と
し
て
、

多
様
な
大
都
市
制
度
に
つ
い

て
、
「
特
別
自
治
市
」
制
度

の
法
制
化
な
ど
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
多
様
な
大
都
市

制
度
の
早
期
実
現
を
求
め
た
。

本
会
は
「
第
66
回
全
国
市

議
会
事
務
局
職
員
研
修
会
」

を
31
年
1
月
23
日
・
24
日
の

2
日
間
、
大
田
区
産
業
プ
ラ

ザ
で
開
催
し
ま
す
。

1
日
目
は
、
森
源
二
総
務

省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
か

ら
「
地
方
行
政
を
め
ぐ
る
最

近
の
動
向
に
つ
い
て
」
（
仮

題
）
、
廣
畑
雅
己
静
岡
県
掛

川
市
議
会
事
務
局
前
調
整
官

か
ら
「
職
員
Ｏ
Ｂ
の
知
見
で

議
員
活
動
を
支
援
」（
仮
題
）、

本
会
調
査
広
報
部
副
部
長
か

ら
「
議
会
運
営
に
つ
い
て
」

（
仮
題
）
と
題
す
る
講
演
を

行
い
ま
す
。

2
日
目
は
、
相
星
幸
滋
鹿

児
島
県
南
さ
つ
ま
市
議
会
事

務
局
庶
務
調
査
係
長
か
ら

「
会
議
録
音
声
識
別
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
つ
い
て
」
（
仮

題
）
、
山
﨑
惠
喜
日
本
速
記

協
会
理
事
か
ら
「
会
議
録
の

作
成
に
つ
い
て
」
（
仮
題
）

と
題
す
る
講
演
を
行
い
ま
す
。

開
催
案
内
は
11
月
9
日
付

け
で
各
市
区
議
会
事
務
局
へ

送
付
し
て
い
ま
す
。
12
月
7

日
ま
で
に
出
席
報
告
書
に
て

フ
ァ
ク
ス
で
ご
報
告
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

事事
務務
局局
職職
員員
研研
修修
会会

3311
年年
11
月月
2233
・・
2244
日日
開開
催催
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全
国
広
域
連
携
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
青
木
幹
雄
福

井
市
議
会
議
長
）
は
10
月
30

日
、
都
内
で
第
69
回
理
事
会

を
開
催
し
、
広
域
連
携
に
関

わ
る
市
に
対
す
る
適
切
な
支

援
措
置
に
つ
い
て
の
要
望
を

決
定
し
、
政
府
要
職
な
ど
に

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

会
議
冒
頭
、
青
木
会
長
か

ら
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

災
害
へ
の
お
見
舞
い
の
言
葉

を
述
べ
た
後
、
「
広
域
連
携

は
今
後
の
地
方
創
生
の
推
進

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担

う
も
の
で
あ
り
、
広
域
連
携

推
進
施
策
に
対
す
る
支
援
措

置
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
」

旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
29
年
度
決
算

に
つ
い
て
、
茂
木
弘
伸
監
事

（
渋
川
市
議
会
議
長
）
か
ら

監
査
結
果
報
告
が
あ
り
、
こ

れ
を
了
承
。
続
い
て
、
広
域

連
携
施
策
に
関
す
る
要
望

（
案
）
を
原
案
の
通
り
決
定

し
た
（
要
望
書
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。要
望
活

動
に
つ
い
て
は
、
理
事
は
地

元
選
出
国
会
議
員
な
ど
に
対

し
、
適
宜
行
う
。
会
員
各
市

に
は
要
望
書
を
送
付
し
、
地

元
選
出
国
会
議
員
な
ど
へ
要

望
す
る
こ
と
と
し
、
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
は
理
事

会
終
了
後
、
政
府
の
要
職
な

ど
に
対
し
行
う
こ
と
と
し
た
。

講
演
で
は
、
御
給
健
治
総

務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ

地
域
自
立
応
援
課
長
か
ら

「
地
域
力
創
造
に
係
る
施
策

に
つ
い
て
」
と
題
し
「
地
方

創
生
の
深
化
の
た
め
に
は
、

地
域
の
生
活
経
済
実
態
に
即

し
た
新
た
な
『
圏
域
』
づ
く

り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

に
よ
る
要
望
活
動

理
事
会
終
了
後
、
正
副
会

長
ら
は
、
石
田
真
敏
総
務
大

臣
、
桝
屋
敬
悟
公
明
党
総
務

部
会
長
ら
に
要
望
書
を
手
交

の
上
、
要
望
を
行
っ
た
。
特

に
、
▽
広
域
連
携
施
策
を
引

き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、

多
様
な
広
域
連
携
の
あ
り
方

を
視
野
に
入
れ
、
そ
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
地
方
自
治

体
の
意
見
を
十
分
に
反
映
す

る
こ
と
▽
広
域
連
携
施
策
に

対
す
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
体
の
実
情
に

応
じ
た
適
切
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
▽
連
携
中
枢
都
市
圏

や
定
住
自
立
圏
に
つ
い
て
は
、

推
進
経
費
に
係
る
所
要
額
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
連

携
が
図
れ
る
よ
う
、
対
象
条

件
の
さ
ら
な
る
緩
和
を
図
り
、

財
政
支
援
措
置
を
拡
充
す
る

こ
と
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

議
会
の
活
性
化
は
、
全

国
共
通
の
課
題
。
桐
生
市

議
会
議
長
を
務
め
る
森
山

享
大
副
会
長
は
本
紙
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
「
議
長
に
な

っ
て
3
年
間
、
議
会
改
革

が
進
ん
で
き
た
実
感
が
あ

る
」
と
語
っ
た
。
3
つ
の

常
任
委
員
会
に
条
例
の
委

員
会
提
案
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
な
ど
を
呼
び
掛
け
、「
桐

生
市
の
誇
り
で
あ
る
繊
維
産

業
を
応
援
す
る
条
例
」
な
ど

委
員
会
提
案
が
定
着
。
議
長

任
期
4
年
の
間
で
、
実
を
結

ん
で
き
た
こ
と
を
肌
で
感
じ

て
い
る
。

桐
生
は
織
物
の
ま
ち
。「
西

の
西
陣
、
東
の
桐
生
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
だ
が
、
市
民
が
着

物
を
着
る
機
会
が
減
っ
て
い

る
一
方
、
跡
継
ぎ
不
足
で
事

業
承
継
に
力
を
入
れ
る
必
要

が
あ
る
」
と
、
桐
生
織
を
は

じ
め
繊
維
産
業
の
文
化
を
守

り
、
伝
統
産
業
を
活
用
す
る

習
慣
を
広
め
、
次
の
世
代
に

継
承
し
よ
う
と
、
3
月
議
会

に
経
済
建
設
委
員
会
が
条
例

を
提
案
。
可
決
後
、
4
月
か

ら
施
行
さ
れ
た
。
市
や
事
業

者
、
市
民
、
議
会
・
議
員
の

責
務
・
役
割
や
施
策
の
基
本

方
針
を
規
定
し
、
議
員
は
、

繊
維
製
品
を
率
先
し
て
身
に

着
け
、
繊
維
産
業
の
振
興
に

努
め
る
の
が
役
割
。

議
長
と
し
て
、
桐
生
織
の

ネ
ク
タ
イ
、
名
刺
入
れ
は
も

ち
ろ
ん
、
着
物
も
ち
ゃ
ん
と

あ
る
。
議
会
と
市
幹
部
が
範

を
示
そ
う
と
、
「
議
員
22
人

が
来
年
の
3
月
議
会
で
着
物

を
着
る
こ
と
を
議
会
で
協
議

【
3
面
へ
続
く
】

監査結果を報告する茂木監事

石田総務大臣

広域協
理事会

広
域
連
携
策
推
進
を

挨拶する青木会長

議
会
活
性
化
に
ま
い
進

条
例
の
委
員
会
提
案
が
定
着

森
山
副
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

桐生織の名刺入れを持つ森山副会長

桝屋公明党総務部会長
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し
て
い
る
」
。
条
例
の
委
員

会
提
案
で
は
こ
の
ほ
か
、
手

話
言
語
条
例
や
機
能
別
消
防

団
員
制
度
の
条
例
改
正
な
ど

が
実
現
。
「
12
月
議
会
に
は

教
育
民
生
委
員
会
か
ら
子
ど

も
基
金
条
例
が
提
案
さ
れ
る

運
び
」
と
い
う
。

市
長
へ
の
政
策
提
言
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
も
常
任
委

員
会
に
呼
び
掛
け
て
い
る
。

「
桐
生
市
は
人
口
が
減
っ
て

お
り
、
今
は
11
万
2
0
0
0

人
。
消
滅
可
能
性
都
市
と
い

う
不
名
誉
な
認
定
を
も
ら
っ

た
」
。
市
内
で
家
を
建
て
た

人
に
最
大
2
0
0
万
円
支
給

す
る
と
い
う
住
宅
取
得
応
援

補
助
金
の
効
果
で
転
入
者
が

増
加
。
経
済
建
設
委
員
会
は

30
年
度
の
期
限
切
れ
を
控
え
、

市
に
補
助
金
継
続
を
求
め
て

い
る
。

経
済
団
体
と
の
意
見
交
換

で
「
議
会
は
変
わ
っ
た
ね
」

と
言
わ
れ
る
と
い
う
。
「
う

れ
し
い
。市
民
に
と
っ
て『
い

ち
ば
ん
身
近
な
頼
れ
る
議

会
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
市
民

に
役
立
つ
、
使
い
勝
手
の
い

い
議
会
で
あ
る
よ
う
、
議
会

事
務
局
12
人
の
職
員
と
と
も

に
一
丸
と
な
っ
て
改
革
し
て

い
き
ま
す
」
と
、
笑
顔
を
見

せ
た
。

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

一
目
見
て
、
誰
も
が
思
う

の
が
ガ
タ
イ
の
よ
さ
、
大
き

さ
。
大
学
で
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
や
り
、
最
前

列
で
相
手
と
ぶ
つ
か
り
合
う

ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
学
生

時
代
は
体
重
が
1
4
0
キ
ロ

（
今
は
1
1
5
キ
ロ
）
で
、

2
キ
ロ
あ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
20
分
で
た
い
ら
げ
た
伝
説

も
。
桐
生
に
戻
り
、
県
議
秘

書
に
な
っ
て
結
婚
、
子
育
て
。

「
子
育
て
中
の
議
員
が
お
ら

ず
、
も
っ
と
子
育
て
施
策
に

力
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
、
政
治
の
世
界
に
。

趣
味
は
小
学
生
の
息
子
さ
ん

と
キ
ャ
ン
プ
に
行
く
こ
と
。

先
日
、
市
議
会
の
視
察
で
盛

岡
市
へ
行
っ
た
際
、
名
物
わ

ん
こ
そ
ば
に
挑
戦
。
「
何
と

か
1
0
1
杯
食
べ
ま
し
た
」
。

45
歳
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

北
海
道
部
会
の
部
会
長
市

で
あ
る
登
別
市
は
、
北
海
道

の
太
平
洋

岸
に
位
置

し
、
四
季

の
変
化
に

富
ん
だ
自

然
豊
か
な

ま
ち
。
支

笏
洞
爺
国

立
公
園
の

中
心
に
位

置
す
る
北
海
道
有
数
の
観
光

都
市
で
あ
る
。

世
界
で
も
ま
れ
な
温
泉
地

登
別
の
名
を
聞
く
と
、
真

っ
先
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
の

が
「
温
泉
」
。
永
六
輔
作
詞

で
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
の
歌
っ
た

「
い
い
湯
だ
な
」
で
も
、
最

初
に
登
場
す
る
の
が
登
別
温

泉
。
登
別

と
い
う
地

名
も
、
ア

イ
ヌ
語
で

白
く
濁
っ

た
川
を
指

し
、
川
の
色
が
変
わ
る
ほ
ど

豊
富
に
温
泉
が
湧
き
出
し
て

い
た
と
の
説
が
あ
る
。

登
別
駅
か
ら
約
8
㎞
に
位

置
す
る
温
泉
街
に
は
、
最
大

の
泉
源
地
で
あ
る
地
獄
谷
が

噴
煙
を
上
げ
、
熱
湯
や
水
蒸

気
が
沸
き
上
が
っ
て
い
る

地
獄
谷
の
ほ
か
泉
源
は
い

く
つ
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

温
度
は
45
〜
90
度
と
高
温
で
、

1
日
1
万
㌧
の
温
泉
が
湧
き

出
し
、
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
や

旅
館
に
給
湯
さ
れ
て
い
る
。

登
別
温
泉
の
大
き
な
特
徴
は
、

あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
芒
硝

泉
（
ぼ
う
し
ょ
う
せ
ん
）
や

緑
ば
ん
泉
な
ど
を
含
め
、
9

種
類
も
の
源
泉
が
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ほ
ど
多
種
類
の
温
泉
が

集
中
し
て
い
る
の
は
世
界
的

に
も
非
常
に
珍
し
く
「
温
泉

の
デ
パ
ー
ト
」
と
も
称
さ
れ

る
。
近
年
で
は
、
海
外
か
ら

の
訪
問
客
が
増
加
し
、
温
泉

街
で
は
外
国
語
や
文
化
を
学

ぶ
な
ど
、
お
も
て
な
し
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

1
6
0
頭
の
ヒ
グ
マ
牧
場

温
泉
街
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
エ

イ
で
約
7
分
、
標
高
5
5
0

ｍ
の
山
頂
に
あ
る
、
の
ぼ
り

べ
つ
ク
マ
牧
場
で
は
、
約
1

6
0
頭
の
ヒ
グ
マ
を
飼
育
し

て
お
り
、
ヒ
グ
マ
博
物
館
や

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
生
活
を
再

現
し
た
ユ
ー
カ
ラ
の
里
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
2
ｍ
を
超

え
る
巨
大
な
ヒ
グ
マ
が
愛
嬌

た
っ
ぷ
り
に
餌
を
ね
だ
る
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
姿
は
観
光
客
に

大
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

議
長
談
話

「
人
が
輝
き
、
ま
ち
が
と

き
め
く

ふ
れ
あ
い
交
流
都

市

の
ぼ
り
べ
つ
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
市
民
と
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
9
月
6
日
の
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
、

震
度
5
弱
と
今
ま
で
に
な
い

災
害
の
経
験
を
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
建
物
等
の
被
害
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も
の
の

風
評
被
害
に
よ
り
国
内
外
の

観
光
客
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
ぎ
深
刻
な
事
態
を
招
き
ま

し
た
が
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
な
ど
に
よ
り
安
全
な
登

別
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
観
光
客
が

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
北
海
道
の
自
然

を
満
喫
し
、
の
ぼ
り
べ
つ
が

誇
る
9
種
類
の
温
泉
に
つ
か

り
に
き
て
い
た
だ
け
る
よ
う

皆
様
の
お
越
し
を
市
議
会
を

あ
げ
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

登別の温泉街

心と体を癒す
名湯のまち
～登別市～

成田昭浩登別市議会議長

観観光光ままちちづづくくりり
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トトピピッッ
ククスス

8
月
か
ら
10
月
に
全
国
の

市
議
会
で
可
決
し
た
意
見
書

・
決
議
の
う
ち
、
※本

会
に
報

告
に
あ
っ
た
件
数
を
取
り
ま

と
め
た
。
件
数
の
多
い
順
に

内
容
を
紹
介
す
る
。

児
童
虐
待
防
止
対
策
の

さ
ら
な
る
強
化

意
見
書
・
決
議
で
最
多
だ

っ
た
も
の
が
「
児
童
虐
待
防

止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
」

で
83
件
。

ほ
と
ん
ど
が
前
文
で
「
虐

待
か
ら
子
ど
も
の
命
を
守
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
の
異
変

に
早
期
に
気
付
き
、
虐
待
の

芽
を
摘
む
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
」
「
児
童
相
談
所
と
関

係
機
関
が
協
働
し
、
虐
待
の

防
止
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
①
い
じ
め
防
止
対
策
と
同

様
、
小
中
学
校
の
事
務
分
掌

へ
の
虐
待
対
応
の
位
置
付
け
、

対
応
組
織
の
明
確
化
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
中
心
と
し
た
学
校
の
虐
待

対
応
体
制
の
整
備
②
児
童
相

談
所
間
、
児
童
相
談
所
と
市

町
村
の
情
報
共
有
の
全
国
共

通
ル
ー
ル
の
制
定
、
全
国
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
整
備
③
児
童
相
談
所
と

警
察
間
で
適
切
か
つ
効
果
的

に
情
報
共
有
で
き
る
新
た
な

シ
ス
テ
ム
の
構
築
④
児
童
相

談
所
と
市
区
町
村
の
役
割
分

担
の
明
確
化
、
児
童
相
談
所

と
警
察
な
ど
関
係
す
る
多
く

の
機
関
と
の
連
携
強
化
⑤
政

府
の
「
児
童
相
談
所
強
化
プ

ラ
ン
」
の
拡
充
に
よ
る
、
児

童
虐
待
防
止
体
制
を
強
化
す

る
新
た
な
プ
ラ
ン
の
策
定
、

地
方
交
付
税
措
置
を
含
め
た

必
要
な
財
源
措
置
⑥
全
国
共

通
ダ
イ
ヤ
ル
「
1
8
9
」
を

児
童
虐
待
通
告
に
限
定
、
児

童
相
談
所
の
相
談
窓
口
に
つ

な
が
る
ま
で
に
半
数
以
上
の

電
話
が
切
れ
て
い
る
実
態
を

速
や
か
に
検
証
・
分
析
し
た

結
果
を
踏
ま
え
た
運
用
改
善

―
を
求
め
て
い
る
。

義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
に
つ
い
て

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
に
つ
い
て
」
は
63
件
。

制
度
の
堅
持
と
負
担
割
合

の
2
分
の
1
へ
の
復
元
を
求

め
る
も
の
が
最
多
。
つ
い
で
、

負
担
割
合
2
分
の
1
へ
の
復

元
、
制
度
堅
持
の
順
に
多
か

っ
た
。
併
せ
て
、
半
数
以
上

の
意
見
書
が
、
計
画
的
な
教

職
員
定
数
改
善
の
推
進
を
求

め
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

安
全
性
確
保

「
学
校
施
設
や
通
学
路
に

お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安

全
性
確
保
」
は
58
件
。

ほ
と
ん
ど
が
①
全
国
の
通

学
路
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
総
点
検
・
調
査
の
緊
急
実

施
、
地
方
自
治
体
が
安
全
対

策
な
ど
を
民
間
事
業
者
と
連

携
し
速
や
か
に
実
施
で
き
る

よ
う
な
技
術
的
・
財
政
的
支

援
、
一
般
家
庭
の
塀
に
つ
い

て
対
策
の
検
討
②
学
校
施
設

の
安
全
対
策
に
要
す
る
費
用

の
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
の

検
討
③
文
部
科
学
省
の
公
立

学
校
施
設
の
防
災
機
能
強
化

事
業
の
補
助
対
象
事
業
弾
力

的
運
用
④
国
土
交
通
省
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、

防
災
・
安
全
交
付
金
の
効
果

促
進
事
業
（
Ｃ
事
業
）
の
積

極
的
活
用
―
を
求
め
て
い
る
。

水
道
施
設
の

戦
略
的
な
老
朽
化
対
策

「
水
道
施
設
の
戦
略
的
な

老
朽
化
対
策
」
は
43
件
。

ほ
と
ん
ど
全
て
が
①
老
朽

化
対
策
や
耐
震
化
対
策
な
ど

国
民
の
命
を
守
る
イ
ン
フ
ラ

設
備
で
あ
る
水
道
施
設
の
更

新
・
維
持
・
管
理
の
国
庫
補

助
所
要
額
の
確
保
②
水
道
施

設
の
管
理
者
で
あ
る
地
方
公

共
団
体
等
と
こ
れ
ま
で
以
上

に
連
携
を
深
め
た
広
域
連
携

の
推
進
や
適
切
な
資
産
管
理

の
推
進
、
官
民
連
携
の
推
進

な
ど
具
体
的
な
措
置
に
よ
る

水
道
の
戦
略
的
な
基
盤
強
化

―
を
求
め
て
い
る
。

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ

た
件
数
」
と
は
、
各
市
区

議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー

ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
・

回
答
シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ

れ
た
も
の
の
ほ
か
、
郵
便

な
ど
で
受
け
付
け
た
も
の
。

な
お
、
各
市
区
議
会
か
ら

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
調
査
・
回
答
シ

ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
た
意

見
書
・
決
議
（
平
成
16
年

以
降
の
も
の
）
は
、
メ
ン

バ
ー
の
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索

し
、
閲
覧
で
き
る
。

決議
―

―

―

―

―

―

4

―

―

―

4

36

40

意見書
83

63

58

43

40

39

30

22

20

18

410

383

793

件 名
○児童虐待防止対策のさらなる強化

○義務教育費国庫負担制度について
（制度の堅持と負担割合の復元な
ど）

○学校施設や通学路におけるブロッ
ク塀等の安全性確保

○水道施設の戦略的な老朽化対策

○地方財政の充実・強化

○私学助成の充実

○エアコン設置の助成

○キャッシュレス社会の実現

○教育予算拡充

○林業・木材産業の成長産業化に向
けた施策の充実・強化

【小計】

○その他

【総合計】

議会 児児
童童
虐虐
待待
防防
止止
がが
最最
多多

ブブ
ロロ
ッッ
クク
塀塀
安安
全全
確確
保保
もも

意
見
書
・
決
議
の
状
況

8
〜
10
月
可
決
分

8月から10月に可決した意見書・決議の議決状況

※「義務教育費国庫負担制度について」と「教育予算拡充」の両
方を求める意見書（6件）をそれぞれに計上したため、意見書
の合計は小計の410件と一致しない

※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載
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